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非血縁間さい帯血移植状況（2006年4月30日現在の速報値）
移植数（累計） 公開数2972 24705
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　前日の２月21日までの移植数は、さ
い帯血移植が2849例で、骨髄移植7141
例の計9990例でした。２月22日に骨髄
移植５例、さい帯血移植６例が実施さ
れたことから、両バンクを介して行わ
れた非血縁者間造血幹細胞移植数は
１万0001例になったわけです。
　記者会見には、日本さい帯血バンク
ネットワークから中林正雄副会長、骨
髄移植推進財団から正岡徹理事長が出
席し、１万例に至る経過報告や両団体
のこれからの方向性について報告しま
した。
　集まった記者からは、日本さい帯血
バンクネットワークと骨髄移植推進財

団とが一緒に会見を行うことの意味、
今後の両団体の連携などについて質問
がありました。さい帯血移植も骨髄移
植も同じ血液難病の患者さんを対象と
していることから、「今後も連携を強
め、少しでも病気に苦しむ患者さんの

ためになるようにしたい」とコメント
しました。

　日本さい帯血バンクネットワークは
３月24日、都内で総会（最高意思決定
機関）を開催し、役員の改選を行うな
ど新体制が発足しました。
　日本さい帯血バンクネットワークは
今年３月末で、すべての役員・委員が
任期満了となるため、改めて選任が行
われました。役員としては会長は引き
続き鎌田薫が選任され、副会長と監事
は、それぞれ再任と新任の各１名が選
任されました。
　その他、総会では平成18年度事業計
画、平成18年度予算が審議され承認さ
れました。また、事業運営委員23名、
事業評価委員19名、倫理委員９名も選
任されました。
　なお、その後４月15日に新委員によ
る最初の事業運営委員会が開催され、
会則に基づき互選による委員長には、
引き続いて野村正満が選任されました。
事業評価委員会と倫理委員会でも委員
長の互選が行われます。
【新役員】
会長　鎌田薫（再）▽副会長　中林正
雄（再）・原宏（新）▽監事　樋口一
夫（新）・横山荘司（再）

　非血縁者間のさい帯血移植と骨髄移植との実施例が2月22日、合わせて1万例を超えました。それを受け、日本さい
帯血バンクネットワークと骨髄移植推進財団とが3月8日、そろって1万例突破についての記者会見=写真=を行いました。

鎌田会長を再任
予算・事業計画も承認



　さい帯血
バ ン ク の
シ ン ボ ル
キ ャ ラ ク
ター「きず
なちゃん」
は１年半前

の日本さい帯血バンクネットワーク設
立５周年を記念して誕生しました。作
者は「それいけ！　アンパンマン」で
お馴染みの漫画家やなせたかしさんで

す。きずなちゃんはその後、いろいろ
な場面で登場して、さい帯血バンクの
PRに一役買っています。
　そのきずなちゃんがハンドタオルに
なりました。日本さい帯血バンクネッ
トワークではこのハンドタオルを３万
枚製作し、各地のさい帯血バンクに送
りました。各さい帯血バンクでは今後、
さい帯血を提供してくださったドナー
さんにプレゼントするなど、さい帯血
バンクの普及啓発活動のために活用し

ます。
　本誌の読者の皆さんでご希望の方は、
５月末日までにさい帯血バンクへのコ
メントを添えてハガキでお申し込みく
ださい。20名の方にプレゼントします。
希望者多数の場合は抽選とします。
【応募先】
〒105-0012　東京都港区芝大門1-1-3
日本赤十字社ビル東館6階　
日本さい帯血バンクネットワーク・
ハンドタオル係

　骨髄バンク・さい帯血バンク合同公
開フォーラムが３月12日、日赤本社で
開かれました。今回で３回目となるこ
の合同公開フォーラムは、「空想的近
未来2006年春」と題して140名の参加
者がありました。

「進化する事業」紹介
合同公開フォーラムに140人

　さい帯血バンクネットワークは「空
想的さい帯血バンクのかたち」をテー
マに掲げ、次世代デザイン会議で答申
された「進化するさい帯血バンク事業」
の内容を紹介しました。また、これま
でほとんど議論されてこなかった「広

く国民の善意に応えるために採取施設
を増やせないか」や、「私的保存につ
いて」「患者さんとドナーの接触」に
ついて活発な意見が出されました。
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パネリストの皆さん 移植医も参加



　しかし、さい帯血バンクでは細胞数
を多く含むさい帯血を保存する努力を
行っているにもかかわらず、採取され
るさい帯血量には一定の限界がありま
す。体重の重い患者さんには体重当た
りの移植される細胞数が少なくなり、
さい帯血提供の基準の一つである「2.0
×107/㎏以上の細胞数を含むものを提
供する」という基準に合致せずに移植
ができないとか、また、かろうじて基
準を満足した場合にも造血回復の遷延
や、生着不全の頻度が高くなるといっ
た問題があり、特に高体重の患者さん
への利用が制限されています。

細胞数が重要因子
　実際、成人に対するさい帯血移植で
は、体重当たりの移植細胞数が移植後
の白血球の回復速度や生着率を決定す
る重要な因子の一つであるとされてい
ます。

　このようなさい帯血移植が持つ短所
を克服し、より安全にさい帯血移植が
行えるためにいくつかの新しい試みが
実施されていますが、その一つが複
数さい帯血の同時移植です（バンク
NOW22号）。

厚労省の研究補助
　この「複数さい帯血同時移植」の有

　さい帯血移植は年間600～700例が実施されるようになってきました。さい帯血移植はHLA不適合移植が可能なの
で、HLAだけをみれば容易に移植可能なさい帯血が見つかります。また、凍結保存されているので迅速に患者さんの
病状に応じた至適時期に移植ができるという大きな利点があります。さらには、骨髄や末梢血の採取のようにドナー負
担が全くなく、移植医もドナーの心配をせずに患者さんの治療に専念できます。

用性・有効性を検討するため、多施設
の参加による臨床第Ⅱ相試験が厚生労
働科学研究補助金「臍帯血を用いる造
血幹細胞移植技術高度化と安全性確保
に関する研究」班の中の臨床研究とし
て取り上げられました。

プロトコール完成
　日本さい帯血バンクネットワーク、

　わが国では初期の臨床試験とし
て４施設で11例の複数さい帯血移
植が行われました。結果はバンク
NOW22号に載っていますが、生
着の判定ができない移植後４週以
内の早期死亡２例（白血病再発期
および第３寛解期移植）を除いた
９例に生着がみられ、重症の移植
片対宿主病の合併もなく、生着９
例のうち2例（両例とも非寛解期

各さい帯血バンクの協力のもと、70例
を目標に、全国43施設46診療科で実施
されることになっています。現在プロ
トコールも完成し、各施設において倫
理委員会の承認の手続きに入り、一部、
承認の得られた施設からは移植例の登
録が開始されています。

さらなる発展期待
　この研究により複数さい帯血移植の
有効性・有用性が明らかになれば、さ
い帯血移植のさらなる発展が期待され
ることでしょう。

移植）が再発（移植後249、281日）
しましたが、11例中7例が無病生
存（２年生存率；64%）しています。

安全性をほぼ確認
　この初期臨床試験では、複数さ
い帯血移植の安全性がほぼ確認さ
れ、また、症例数は少ないものの、
成人単一さい帯血移植と比較して
も優れた成績が得られました。

複数さい帯血移植の臨床第Ⅱ相試験

70例を目標に実施へ
43施設46診療科が参加

単一移植と比較しても優れた成績

初期試験で11例実施
うち７例が無病生存
早期死亡を除き９例が生着

有用性･有効性の検討のため
NWと各さい帯血バンクの協力で

対象施設から移植例の登録始まる



②　遠心分離機の巻

　さい帯血バンクでは、さい帯血の調
製・保管に遠心分離機を使います。遠
心分離とは、検体に遠心力をかけるこ
とにより、液体、固体あるいは気体を
分離する方法です。遠心分離機は、分
離対象とする混合物を、回転運動下の
遠心力場に置き、遠心力により目的と
する成分へ分離する機械ということに
なります。さい帯血バンクで必要な手
順は「赤血球成分を有核細胞と血漿か
ら分ける」のと「有核細胞を血漿から
分ける」ことです。

中心から外への力
　遠心力は「バケツに水を入れて片手
に保ち、バケツを持つ腕を振り回して
も、逆さになるバケツから水が落ちて
こない」現象の説明に出てくる力です。
回転運動をする系において中心から外
側に向かう力ですが、速さの２乗と円
の半径とに比例します。
　さい帯血バンクでの調製では、血液
の入ったバッグそのものを容器に入れ
て、この容器をロータと呼ぶ「ウデ」
にかけます。望ましい遠心力とロータ
の半径から遠心機の回転数を決めます。

冷却や真空を工夫
　遠心力の表示には、習慣でG重力加
速度という単位が使われます。さい帯
血バンクでの有核細胞の濃縮には約
400Gの遠心力を使います。通常の遠
心機は数千Gまでですが、超遠心機と
いって数万Gまでかけられるものもあ
ります。遠心力がここまで強いという
ことは、遠心機の「ウデ」がものすご
い速さで回る、ということなので、温
度が上がらないように冷却したり真空
にしたりという工夫がされています。
　遠心力を設定することによって、密

有核細胞を得るため

度や分子量により検体と溶液とで微妙
な層を作らせ、特定の成分を分離する
ことができます。
　この遠心分離は、検体を入れた容器
（バケツ）を「ウデ」の先で円運動さ
せる方法ですが、遠心分離にはほかに
も、物質そのものを回転させる方法が
あります。これは、水を入れたバケツ
をロクロの上に置いて回すようなもの
です。

欧州では新機器も
　さい帯血ではなく輸血用血液の話
ですが、成分献血をご存じでしょうか。

血液をボウルの中に入れボウルそのも
のを回転させると、重い赤血球はボウ
ルの外へ、中心側には血漿、その間に
血小板と白血球がきます。
　それをちょうど「血漿」「血小板」
のだけをいただき、赤血球部分は献血
者にお返しするように、機械が制御さ
れています。この原理をさい帯血分離
に応用した機器がヨーロッパで開発さ
れており、日本での医療機器の認可は
まだありませんが、さい帯血を専用回
転容器に移して機械的に分離できるよ
うになっています。そのうち日本でも
広まるかもしれません。

　さて、さい帯血バンクでの赤血球分
離には約100Gの遠心力を使うことが
多いのですが、静置法も使われていま
す。静かに置いておくだけでも分離で
きるというのは、地球の重力によって
「約１G」の力で分離されるからです。
「約」という意味は、地球上では遠心

力のせいで赤道上のほうが極地よりも
小さいから……。
　ということは、北極ではエクアドル
でよりも血液が速く分離するのかな？
　でも山の上なら？　飛行機の中で
は？？　……と混乱してきた物理素人
でした。

地球重力を「約１Ｇ」とするワケ

日立工機社製
大容量冷却遠心機
CR7


